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堅実財政だが、将 来を見据えた対策を堅実財政だが、将 来を見据えた対策を

収入未済額（全会計）収入未済額（全会計）

前年度比846万円の増加。受益者負担で支払うのが原
則だが、生活困窮者には福祉サービスをすすめるな
どの対応を。

地方路線バス維持事業地方路線バス維持事業

1459万円1459万円
地方路線バスの民間事業者は、燃料価格上昇と観光客
減少で収益が減少。また、運転手確保の課題もあり、
新たな公共交通手段の検討を。

放課後児童クラブ事業
（関連記事は５ページ）

放課後児童クラブ事業
（関連記事は５ページ）

5480万円5480万円
４年度から民間事業者に委託。支援員の研修、保護者へ
のお便り発行などが充実した。一方、夏休み期間に過密
な状態が生まれたクラブもあるので対策を検討すべき。

鳥獣被害総合対策事業鳥獣被害総合対策事業

877万円877万円
地域の要望に応じて鳥獣被害総合対策事業が進められ
ている。いまだ被害が続く地域もあるため、今後も個
体数を削減するための努力を継続すべき。

支え愛活動支援事業支え愛活動支援事業

コロナ禍で新規のマップ作成が進まなかった。地域の
見守り体制や災害時の避難体制を強化するために、支
え愛マップ作成・更新を。

さくら工芸品工房管理運営事業さくら工芸品工房管理運営事業

175万円175万円
近年の猛暑にエアコン能力が対応できていない課題が
ある。受益者負担も考慮し、設備更新の検討を。

令和4年度

決算
認定

　９月定例会は、８日から22日までの14日間の会期で開催しました。９月定例会は「決算議会」と言わ
れ、令和４年度の一般会計及び特別会計の決算審査が中心です。決算審査特別委員会を設置し、審議し
た結果、一般会計及び特別会計の総額１４６億９千万円の支出を認定しました。ここでは、議員視点で
決算審査の結果をお届けします。

監査委員の意見（抜粋）　財政健全化に　　  努めつつ、課題に対応を

代表監査委員　金涌 孝則

歳　出
決算額

一般会計
特別会計

106億2278万円
40億7111万円

歳出 道路メンテナンス事業
令和４年度は町内59橋の点検を実施し、長瀬８
号、28号橋の２か所を補修した。

歳出 コンピュータ機材整備事業
町内各小学校に液晶ディスプレイ12台ほか、
ＩＣＴ機器を整備した。

歳出 電子申請システム負担金
電子申請取扱手続きは２件増加して、16件と
なった。

歳出 運動部活動推進事業
中部地区では１市４町で休日部活動の地域移行に
ついて検討を行っているが、部活動の受け皿、練
習施設の確保、生徒の送迎など解決すべき課題が
ある。

歳出 定住促進対策事業
住宅の新築、購入、改修を対象としている住宅支援事
業補助金の申請はなかった。物件購入より賃貸で入
りたいという移住者が多い。

歳出 ファミリーサポートセンター事業
提供会員２名増、依頼会員20名増。子育て支援セ
ンターなど、自宅以外の場所でも託児を受ける
ケースもある。

歳出 少人数学級実施県負担金
令和４年度は、小学校１～３年生は30人、４～６
年生、中学１年生は33人で編成。中学２～３年生
は35人で編成。

その他の事業も
  チェック！！

　
ま
ず
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コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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予

防
対
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に
、
町
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全
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が
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止
に
尽
力
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い
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に
感
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を
申
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上
げ
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。
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和
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。
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レ
ー
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ド
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江
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の
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郷
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の

解
体
、
旧
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中
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用
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（
北
栄
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）
、
た
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り
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園
の
実
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・
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な
ど
を
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し
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結
果
、
歳
出
は
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０
０
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円
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額
と
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。
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介
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。
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の
意
見
を
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き
な
が
ら
、
議
会
へ
説

明
し
、
課
題
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
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受
益
者
負
担
ゼ
ロ
へ

答答

答答

答答

答答

☆
こ
れ
ま
で
、今
滝
梨
生
産
団
地
造
成
事
業
は
、国
庫
補
助
事
業
の
、

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
で
進
め
て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
新
規

事
業
の
、
国
の
畑
作
等
促
進
整
備
事
業
に
事
業
変
更
を
す
る
。
変

更
で
国
の
補
助
率
が
上
が
り
、
町
負
担
及
び
受
益
者
負
担
が
減
る
。

問問

問

問問

問問

　
　
　
　

事
業
の
変
更
で
、

　
　
　
工
事
の
内
容
や
工
事
期

間
な
ど
の
変
更
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

事
業
概
要
に
変
更

　
　
　

は
な
い
。
今
年
度
に
入

り
急
な
変
更
と
な
っ
た
。
県
・

国
と
調
整
を
行
い
、
当
初
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
採
択
を
得
た
。

工
事
期
間
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
７
年
度
の
３
か
年
の
予
定
。

　
　
　
　
変
更
後
の
事
業
の
要

　
　
　
件
は
。

　
　
　

水
田
の
面
積
の
２

　
　
　

分
の
１
以
上
を
畑
作
と

す
る
こ
と
、
事
業
地
が
中
山

間
地
域
で
、
国
の
補
助
率
が

65
％
、
県
が
17
・
５
％
、
町
が

総 務 産 業 常 任 委 員 会

今滝梨生産団地予定地

☆
県
補
助
事
業
を
活
用
し
、
古

民
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
農
家

民
泊
を
行
う
事
業
者
を
支
援
。

　

梨
づ
く
り
や
農
業
体
験
型
の

旅
行
な
ど
、
交
流
人
口
創
出
に

対
応
す
る
。

☆
移
住
者
の
住
居
の
受
け
皿
と

し
て
、
空
き
家
を
改
修
し
貸
し

出
す
「
湯
梨
浜
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
」
へ
補
助
金
を
支
給
す

る
。

問 古
民
家
で
農
家
民
泊

空
き
家
を
貸
し
出
し

　
　
　
　

交
流
人
口
創
出
と
あ
る

　
　
　
が
、
具
体
的
に
は
。

　
　
　

 　
梨
農
家
の
暮
ら
し
や
梨

　
　
　

作
業
の
体
験
。
ま
た
民
泊

の
予
定
地
は
東
郷
湖
周
辺
な
の
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
湯
梨
浜
町
で
は
、
民
泊
を

　
　
　

す
る
農
家
は
初
め
て
か
。

民
泊
は
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
の
計

画
か
。

　
　
　
　

初
め
て
だ
と
認
識
し
て
い

　
　
　

る
。
年
間
20
人
程
度
の
計

画
。
概
算
事
業
費
は
６
６
０
万
円
、

２
分
の
１
補
助
で
、
補
助
金
の
上
限

は
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
ど
う
い
う
仕
組
み
な
の
か
。

　
　
　

 　
ま
ず
、
所
有
者
か
ら
同
社

　
　
　

が
空
き
家
を
借
り
受
け
、
修

繕
す
る
。

　

所
有
者
に
対
し
て
は
、
10
年
間
借

り
上
げ
の
契
約
で
固
定
資
産
税
相
当

額
の
賃
借
料
を
支
払
う
仕
組
み
。

　
　
　
　
改
修
す
る
空
き
家
は
も
う

　
　
　
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

 　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し

　
　
　

て
い
る
物
件
の
中
か
ら
検
討

す
る
予
定
。

　

想
定
と
し
て
は
、
県
外
の
移
住
者

に
中
山
間
地
に
住
ん
で
い
た
だ
き
、

定
住
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
う
。

17
・
５
％
。
農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
と
比
較
し
て
、
町
負
担
が
下
が

り
、
受
益
者
負
担
が
５
％
か
ら
０
％

に
な
る
。

　
　
　
　
水
田
面
積
の
２
分
の

　
　
　
１
以
上
を
畑
作
と
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
２
分
の
１
未
満

で
は
対
象
外
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　

２
分
の
１
未
満
だ
と
、

　
　
　

国
の
補
助
率
が
55
％
に
な
る
。

　
　
　
　

２
分
の
１
を
水
田
か
ら
畑

　
　
　
地
に
す
る
要
件
で
あ
る
が
充

た
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

対
象
地
は
現
在
、
一
部
畑

　
　
　

地
で
あ
る
が
、
元
は
水
田
地

帯
。
要
件
は
充
た
し
て
い
る
。
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答

答

答答

☆
令
和
４
年
度
か
ら
民
間
事
業
者
に
委
託
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
。
運
営
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

問

問

　
　
　
　

人
件
費
を
増
額
す
れ

　
　
　
ば
、
直
営
で
も
運
営
が

で
き
た
の
で
は
。

　
　
　
　

支
援
員
の
確
保
は
行

　
　
　

政
だ
け
で
は
困
難
で

あ
っ
た
が
、
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
効
果
的
に
働
い
た
。

　
　
　
　

利
用
児
童
、保
護
者
と
委

　
　
　
託
業
者
と
の
関
係
は
良
好
か
。

　
　
　
　

問
題
が
発
生
す
れ
ば
、
支

　
　
　

援
員
で
迅
速
に
対
応
。
報
告

は
子
育
て
支
援
課
に
上
が
り
、
情
報

を
共
有
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、
保
護
者

の
90
％
以
上
が
満
足
し
て
い
る
。

☆
社
会
福
祉
協
議
会
の
つ
わ
ぶ
き

荘
の
空
き
部
屋
を
改
修
し
て
、高
齢

者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
を
進
め
る
計

画
で
あ
っ
た
。し
か
し
、交
付
金
な
ど

の
財
源
確
保
が
困
難
で
、本
年
度

の
事
業
は
無
理
だ
と
判
断
し
た
。

☆
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と

し
て
、
第
３
期
保
険
事
業
実
施

計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）

を
策
定
す
る
。
期
間
は
、
令
和

６
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
６

年
間
。

答

答

答 答問

問

問 問

問 問

　
　
　
　
今
回
の
計
画
は
、
地
元
の

　
　
　
要
望
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　

 
地
元
要
望
で
は
な
い
。
高

　
　
　

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
を
進

め
よ
う
と
計
画
し
た
。

　
　
　
　
代
わ
り
の
事
業
を
検
討
す

　
　
　
る
の
か
。

　
　
　

 

今
年
度
は
予
算
を
含
め
事

　
　
　

業
を
取
り
下
げ
、
再
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　
過
密
な
状
況
の
ク
ラ
ブ
に

　
　
　
つ
い
て
、
対
策
は
。

　
　
　

 

施
設
規
模
や
利
用
条
件
な

　
　
　

ど
様
々
な
方
法
を
検
討
。
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向
を

示
し
て
い
き
た
い
。

新
た
な「
み
ん
な
の
げ
ん

き
館
」事
業
は
再
検
討

健
康
課
題
を
見
え
る
化

す
る

教 育 民 生 常 任 委 員 会

放課後児童クラブで
楽しく過ごす子どもたち

体組成計で健康管理
（総合相談センターどれみ）

民
間
委
託
で
運
営
が
安
定

　
　
　
　
「
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く

　
　
　
ら
ぶ
」
で
の
活
動
量
計
な
ど

は
、
自
分
で
見
て
確
認
で
き
る
の
で

効
果
的
。

　
他
に
も
、
色
々
な
機
器
を
使
っ
た

取
り
組
み
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

健
康
ゆ
り
は
ま
21
計
画
で

　
　
　

も
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
、
外
を

　
　
　

歩
く
人
が
減
っ
た
気
が
す

る
。
出
か
け
る
機
会
や
、
皆
が
集

ま
っ
て
会
話
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　

生
活
習
慣
病
に
は
身
体
運

　
　
　

動
が
一
番
。
そ
の
辺
り
も
視

野
に
入
れ
て
計
画
策
定
に
取
り
組
み

た
い
。

　
　
　
　
介
護
予
防
で
あ
れ
ば
、
公

　
　
　
民
館
事
業
で
す
る
必
要
が
な

い
の
で
は
。

　
　
　

  

教
育
委
員
会
で
行
う
か
、

　
　
　

健
康
・
福
祉
の
分
野
で
担
当

す
る
の
か
は
今
後
調
整
し
て
い
く
。
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・�

観
光
客
の
心
に
響
く
滞

在
型
地
域
創
造
事
業
補

助
事
業

３
０
０
万
円

　

梨
づ
く
り
や
農
業
体
験

型
の
旅
行
が
で
き
る
農
家

民
泊
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
滞

在
エ
リ
ア
の
創
造
が
図
ら

れ
る
。

　

新
た
な
交
流
人
口
創
出

に
向
け
た
事
業
要
望
に
対

応
す
る
た
め
、
県
補
助
金

を
活
用
。

　

空
き
家
と
な
っ
て
い
る

古
民
家
を
農
家
民
泊
施
設

に
リ
フ
ォ
ー
ム
活
用
す
る

事
業
者
を
支
援
す
る
。

・�

た
じ
り
こ
ど
も
園
施
設

整
備
事
業

３
億
８
８
５
５
万
円

　

旧
北
溟
中
跡
地
へ
新
築

移
転
す
る
。
定
員
１
５
０

人
（
30
人
の
増
）
で
計

画
。
令
和
７
年
度
の
開
園

　

町
は
松
崎
駅
前
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
「
湯
梨
浜

ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」

を
選
定
し
た
。

・�

危
険
木
等
事
前
伐
採
推

進
事
業

２
０
０
万
円

　

倒
木
に
よ
る
道
路
、
公

共
施
設
、
河
川
、
電
気
設

備
、
通
信
施
設
へ
の
影

響
、
停
電
、
通
信
障
害
の

発
生
な
ど
、
住
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
の
あ
る
も
の
を
事
前
に

伐
採
す
る
も
の
。

・�

民
間
建
立
慰
霊
碑
移
設

等
事
業

　
令
和
５
年
９
月
定
例
会

は
、
９
月
８
日
か
ら
22
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
令
和

４
年
度
決
算
16
議
案
を
は

じ
め
、
補
正
予
算
６
議

案
、
指
定
管
理
者
の
指
定

１
議
案
の
計
23
議
案
を
審

議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

補
正
予
算

そ
の
他

年
度
内
着
工

農
家
民
泊
施
設

を
支
援

倒
木
被
害
を

　

  

事
前
に
予
防

慰
霊
碑
の

  

転
倒
防
止
工
事

指
定
管
理
の

   

指
定
に
つ
い
て

補強される慰霊碑

９月
定例会

一般会計補正予算
5億276万円を追加

109億6666万円
総 額

た
じ
り
こ
ど
も
園　
令
和
７
年
４
月
開
園
へ

に
向
け
、
今
年
度
、
建
設

工
事
に
着
手
す
る
。

　

３
年
間
の
全
体
事
業
費

は
10
億
７
８
５
０
万
円
の

予
算
と
な
る
。

　

指
定
の
期
間
は
令
和
５

年
11
月
１
日
か
ら
令
和
10

年
３
月
31
日
ま
で
。

　

選
定
理
由
は
、
同
社
が

ふ
る
さ
と
納
税
受
託
業
務

や
松
崎
駅
前
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
・
お
試
し
住
宅
な

ど
の
管
理
運
営
業
務
、
移

住
定
住
促
進
業
務
を
受
託

し
、
自
主
財
源
の
確
保
を

含
め
、
健
全
に
持
続
的
な

運
営
を
図
っ
て
い
る
た
め
。

２
０
０
万
円

　

泊
地
域(

灘
郷
神
社
敷

地
内)

に
あ
る
戦
没
者
慰

霊
碑
は
過
去
の
地
震
に

よ
っ
て
劣
化
が
進
ん
で

い
る
。

　

こ
れ
ま
で
管
理
し
て
い

た
戦
没
者
遺
族
会
泊
支
部

が
会
員
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
支
部
で
の
管
理
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
転

倒
被
害
防
止
措
置
を

行
う
。
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外壁改修（羽合西コミュニティ施設）

一般会計補正予算

3880万円を
増額

７
月
臨
時
会

８
月
臨
時
会

　

７
月
臨
時
会
は
、
７
月

25
日
に
１
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予

算
１
議
案
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
１
議
案
の
計
２

議
案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

８
月
臨
時
会
は
、
８
月

９
日
に
１
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予

算
２
議
案
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
管

理
臨
時
経
費

98
万
円

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業

２
４
９
万
円

・�

国
民
宿
舎
事
業
会
計
貸

付
金

３
５
０
０
万
円

　

令
和
５
年
と
６
年
度

で
、
国
庫
支
出
金
と
公
営

企
業
債
を
財
源
に
施
設
を

改
修
す
る
。
国
庫
支
出
金

の
一
部
は
次
年
度
の
交
付

と
な
り
、
資
金
不
足
が
発

生
す
る
た
め
町
が
貸
し
付

け
る
。

・�

羽
合
小
学
校
教
室
増
築

工
事２

億
２
１
２
１
万
円

　

羽
合
小
学
校
に
お
け
る

教
室
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、教
室
棟
を
増
築
す
る
。

　

令
和
11
年
度
ま
で
の
推

計
に
よ
る
と
、
児
童
数
が

増
加
し
、
か
つ
学
級
編
成

外
壁
の
一
部
を
改
修

診
療
所
へ
支
援

資
金
不
足
へ
対
応

今
年
度
内
に
増
築

　

羽
合
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
外
壁
の
一
部
が
落

下
し
た
た
め
、
湯
梨
浜
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
そ
の
施
設

を
改
修
す
る
。

工事が進む羽合小学校

が
35
人
か
ら
30
人
に
移
行

す
る
こ
と
を
考
慮
。

　

位
置
は
既
存
校
舎
の
北

東
部
で
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
に
影
響
の
な
い
場
所
。

　

構
造
は
鉄
骨
造
平
屋
建

て
、
教
室
３
ク
ラ
ス
、
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
、
ト
イ
レ

な
ど
。　
　

　

内
装
は
木
質
系
材
料
を

使
用
し
色
彩
に
配
慮
。

　

ク
ラ
エ
ー
・
パ
ル
ス
特

定
建
設
工
事
共
同
事
業
体

が
受
注
、
工
期
は
来
年
２

月
末
ま
で
。

７月臨時会
８月臨時会
７月臨時会
８月臨時会

　

町
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て

い
る
診
療
所
に
対
し
て
、

個
別
接
種
促
進
支
援
を
行

う
。

　

今
回
補
正
は
、
令
和
５

年
春
に
開
始
し
た
重
症
化

リ
ス
ク
が
高
い
者
を
対
象

に
し
た
接
種
に
つ
い
て
の

支
援
で
あ
る
。
週
１
０
０

回
以
上
の
接
種
を
４
週
間

以
上
行
っ
た
場
合
、
週

１
０
０
回
以
上
接
種
し
た

週
に
お
い
て
１
回
あ
た
り

２
０
０
０
円
を
支
給
す

る
。
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議会運営委員会
視察報告
　議会への女性参画などを調査／町の課題を国会議員へ陳情
8 1 埼玉県三芳町議会
　女性議員比率が全国１位の三芳町議会に
おいて、主に下記の３点について調査した。
①女性議員の割合比率全国１位に関わる
　政策について
②議会の広報・広聴活動について
③議会改革の推進について

東京都千代田区
（衆議院会館・参議院会館）

　湯梨浜町が直面している重要な課題下記
４点について、鳥取県選出国会議員に面談
し陳情活動を実施した。
①医療的ケア児の就学に対する支援について
②社会資本整備総合交付金等の拡充について
③病児保育施設に係る財源支援の拡充について
④参議院議員選挙における合区の解消について

委 員 会 レポート

＜まとめ＞
　現在、湯梨浜町議会において、女性議員の割
合は非常に低い。女性の視点や経験は、政策決
定において欠かすことのできない要素であり、よ
り多様な意見やアイデアを取り入れることが重要
である。また、議員のなり手不足という問題も
ある。

　今回の三芳町議会への視察研修を通じて、女性や若者へ啓発活動を強化し政治
への参画意識を高める必要性を強く感じた。議会の多様性を高めるための様々な努
力を積極的に行っていきたい。

8 2

ファクシミリ・電子メールでの提出も受け付けます！
請願、陳情の提出時に本人確認ができる書類を提出いただける場合は、ファクシ
ミリ・電子メールでの提出が可能です。本人確認書類や記載内容、提出先など手
続きに関することは町ホームページをご確認いただくか湯梨浜町議会事務局へお
問い合わせください。

常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　名 陳情者名 採決結果 委員会の意見

ガソリン価格の高騰に係
る意見書の提出について
（陳情）

足羽　佑太 不 採 択

燃料油価格激変緩和事業は
既に見直され、ガソリンな
ど燃料油の新たな価格抑制
策は実施中であるため。

請 願 ・ 陳 情 審 査

陳 情
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質問者 質　問　事　項 ページ

松岡　昭博
山間地行き止まり集落などの維持に向けた支援を

１０
地域おこし協力隊の成果と課題は

中森圭二郎
湯梨浜町立図書館のイベント情報発信を

１１
産後ケア対象者の拡大を

米田　強美
踏み込んだ空き家対策を

１２
買い物環境の整備は

信原　和裕
帯状疱疹ワクチンへの助成制度創設を

１３
迫る農業崩壊・食糧危機に町はどう対応するか

増井　久美
公営住宅入居の際の保証人は廃止を

１４
吃
きつおん

音のある子どもへの支援と理解を

　９月定例会では、５人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
　一般質問とは、議員の日常の活動と調査研究、住民の声や自身の考え方にもとづ
き、町長や教育長の方針を問うものです。
　本町議会の質問時間は、１人60分以内で、質問回数に制限はありません。

町政を問う町政を問う一般
質問
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行き止まり集落（麻畑）

☆
山
間
地
に
は
、
行
き
止
ま

り
の
十
万
寺
地
区
や
麻
畑
集

落
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
居

住
者
は
少
な
い
も
の
の
、
住

み
続
け
地
域
を
守
っ
て
い
る

人
達
が
い
る
。

【
松
岡
】
町
は
、
こ
の
よ
う

な
地
域
を
ど
の
よ
う
に
支
援

さ
れ
る
の
か
、
基
本
的
な
考

え
方
を
伺
う
。

【
町
長
】
町
は
、
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
で
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能

な
地
域
の
実
現
を
目
指
す
」

と
し
て
い
る
。

【
松
岡
】
十
万
寺
地
区
に
、

除
雪
車
の
Ｕ
タ
ー
ン
場
所
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】
民
地
を
借
用
し
て

整
地
し
、
除
雪
機
械
が
回
れ

る
よ
う
、
除
雪
期
ま
で
に
関

係
者
と
調
整
し
て
い
く
。

【
松
岡
】
地
元
設
置
の
水
道

施
設
の
維
持
管
理
が
困
難
で

あ
り
、
支
援
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
町
長
】
両
地
区
と
も
水
道

法
の
適
用
外
で
、
対
応
で
き

て
い
な
か
っ
た
が
、
今
後
は

安
心
安
全
な
水
の
確
保
が
で

き
る
よ
う
話
し
合
い
、
対
応

す
る
。

【
松
岡
】
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
、
携
帯
電
話
不
通
話

地
域
を
解
消
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
町
長
】
問
題
解
決
に
は
事

業
者
の
基
地
局
の
建
設
・
維

持
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
働

き
か
け
を
し
て
い
く
。

☆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

都
市
地
域
か
ら
移
り
住
み
、

地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
定
住
を
図
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　

本
町
に
は
、
令
和
４
年
度

ま
で
に
18
人
が
協
力
隊
員
と

し
て
赴
任
し
、
４
年
度
に
は

７
人
が
活
動
し
て
い
る
。

【
松
岡
】
本
町
に
お
け
る
協

力
隊
の
活
動
の
成
果
と
課
題

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

【
町
長
】
協
力
隊
員
は
、
都

市
部
の
視
点
や
各
種
ス
キ

ル
・
ア
イ
デ
ア
・
行
動
力
を

持
ち
、
空
き
家
の
情
報
収
集

や
利
活
用
、
移
住
定
住
の
促

進
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設

立
と
運
営
、
農
作
業
支
援
や

農
産
物
Ｐ
Ｒ
、
デ
ジ
タ
ル
活

用
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

活
躍
し
て
い
る
。
課
題
は
、

早
期
退
任
と
退
任
後
の
定
住

率
の
低
さ
で
あ
る
。

【
松
岡
】
本
町
の
協
力
隊
員

の
定
住
率
は
、
全
国
平
均

65
・
４
％
、
県
平
均
64
・

6
％
よ
り
か
な
り
低
い
。
そ

の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

【
町
長
】
本
町
の
定
住
率
は

36
・
３
％
と
低
く
、
十
分
に

能
力
が
生
か
さ
れ
な
い
、
希

望
す
る
就
職
先
が
な
い
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
、改
善
す

べ
き
点
は
改
善
し
て
い
く
。

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

地域に出向いて協力隊員がスマホ指導

山間地行き止まり集落などの
維持に向けた支援を
町長 どの集落にも必要な支援はする

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
　
成
果
と
課
題
は

町長

多
く
の
成
果
の
一
方
、
不
十
分
さ

も
あ
っ
た
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産
後
ケ
ア
対
象
者
の
拡
大
を

町長

対
応
が
と
れ
る
よ
う
努
力
す
る

新しくなった図書館ホームページ

☆
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
、
最
近
の
図
書
館
イ
ベ

ン
ト
の
告
知
や
イ
ベ
ン
ト
記

録
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
公
民
館
事
業
の
よ
う
に

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
は

ど
う
か
。

【
中
森
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
が
止
ま
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

【
教
育
長
】
町
立
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た

シ
ス
テ
ム
が
、
現
在
の
湯
梨

浜
町
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
と
連
動
し
て
い
な
い
た

め
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の

新
規
の
情
報
発
信
を
し
て
い

な
か
っ
た
。

【
中
森
】
今
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
を
用
い
て
、
町
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報

発
信
を
行
う
こ
と
が
増
え
る

と
思
う
。
写
真
な
ど
を
用
い

て
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
発
信
で
き
る
体
制
を
整
え

て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
当
面
の
対
応
と

し
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
公
民
館
と
同
じ
よ
う
に

町
立
図
書
館
の
サ
イ
ト
を
設

け
る
予
定
。
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
新
着
図
書
情
報
な
ど
の
情

報
発
信
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

中
なか

森
もり

　圭
けい

二
じ

郎
ろう

【
中
森
】
国
は
産
後
ケ
ア
事

業
の
実
施
要
綱
を
改
正
し
、

産
後
ケ
ア
の
対
象
者
が
見
直

さ
れ
た
。
今
ま
で
は
「
産
後

に
心
身
の
不
調
又
は
育
児
不

安
等
が
あ
る
者
」
、
「
そ
の

他
、
特
に
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
者
」
で
あ
っ
た

が
、
改
正
後
は
「
産
後
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
者
」
と
さ

れ
た
。

　

湯
梨
浜
町
で
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

 

【
町
長
】
県
が
８
月
か
ら
12

月
に
、
産
後
ケ
ア
な
ど
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、実
態
把
握
を
し
て
い
く
。

な
る
べ
く
早
く
国
の
実
施
要

綱
に
沿
っ
て
対
象
者
を
拡
大

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

【
中
森
】
産
後
ケ
ア
を
担
う

事
業
者
は
少
な
い
。
担
い
手

不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う

の
か
。

【
町
長
】
受
け
皿
と
な
る
事

業
者
が
少
な
く
、
多
く
の
利

用
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

　

対
象
者
を
拡
大
す
る
に

は
、
１
市
４
町
と
委
託
先
で

あ
る
医
療
機
関
と
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
。産後ケア事業者の支援を

教育長 情報発信をしていく

湯梨浜町立図書館のイベント
情報発信を
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空き家の利用について、相談
を受ける地域おこし協力隊員
（総合相談支援センターどれみ）

【
米
田
】
令
和
４
年
度
末
の

特
定
（
危
険
）
空
き
家
数
が

79
件
。
指
導
に
対
す
る
対
応

状
況
が
35
件
だ
が
、
残
り
44

件
の
対
応
を
問
う
。
ま
た
、

地
元
自
治
会
と
の
連
携
に
よ

る
仕
組
み
作
り
は
、
進
ん
だ

の
か
。

【
町
長
】
35
件
は
３
年
度
に

指
導
し
た
が
、回
答
が
な
く
、

再
度
指
導
を
実
施
し
た
者
。

44
件
は
指
導
に
基
づ
き
除

却
、
回
答
が
あ
っ
た
者
で
電

話
や
面
会
で
指
導
し
た
者
。

「
特
定
空
き
家
対
策
協
議
会
」

に
区
長
が
加
わ
り
、
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
米
田
】
相
当
の
期
間
を
経

過
し
て
も
改
善
さ
れ
な
い
場

合
、
勧
告
を
行
う
。
区
長
会

で
相
当
の
期
間
を
３
年
程
度

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
勧
告
が
相
当
数

に
な
る
と
思
う
が
対
応
は
。

【
町
長
】
法
律
に
基
づ
き
平

成
26
年
以
降
、
条
例
・
要
綱

を
制
定
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
３
年
で
勧
告
す
る
と
し

て
い
た
が
、
こ
れ
は
他
自
治

体
の
事
例
を
紹
介
し
た
も

の
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
勧

告
し
て
い
な
い
の
は
怠
慢
と

反
省
し
て
い
る
。

【
米
田
】
法
改
正
で
、
特
定

空
き
家
に
至
る
前
に
指
導
・

勧
告
が
で
き
る
が
、解
体
費
用

の
補
助
な
ど
、そ
の
対
応
は
。

【
町
長
】
国
か
ら
の
政
令
・

改
正
法
が
示
さ
れ
た
以
降
に

検
討
す
る
。
ま
た
、
補
助
金

に
関
し
て
は
何
ら
か
の
支
援

策
は
講
じ
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。

【
米
田
】
ト
ス
ク
や
Ａ
コ
ー

プ
の
閉
店
の
対
策
で
、
県
は

「
買
物
環
境
確
保
推
進
課
」

を
設
置
し
た
。
「
買
物
環
境

確
保
計
画
」
を
策
定
す
れ

ば
、
支
援
が
あ
る
。
計
画
の

取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

【
町
長
】
県
は
「
買
物
環
境

確
保
推
進
交
付
金
」
を
創
設

し
、
市
町
村
が
取
り
組
む
事

業
の
経
費
・
事
業
主
体
に
負

担
額
の
２
分
の
１
、
市
町
村

に
２
千
万
円
上
限
の
補
助
制

度
を
設
け
た
。

　

具
体
的
に
は
、
店
舗
整

備
・
改
修
・
設
備
整
備
な

ど
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

る
。
こ
の
機
会
を
活
か
し
、

本
町
で
も
関
係
者
と
協
議
し

進
め
る
。

【
米
田
】
計
画
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
は
既
存
の
事
業
に
支

援
す
る
こ
と
が
確
実
な
方
法

だ
と
考
え
る
。
一
定
の
条
件

で
、買
物
用
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
を
交
付
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
社
協
が
行
う
の
り
あ

い
バ
ス
事
業
や
、
ま
ご
こ
ろ

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
経
費

の
補
助
に
と
ど
ま
ら
ず
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
る

支
援
を
。

【
町
長
】
従
来
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
社
協
に
よ
る
の
り

あ
い
バ
ス
事
業
、
民
間
に
よ

る
移
動
販
売
な
ど
は
地
域
の

買
い
物
環
境
確
保
、
生
活
機

能
維
持
・
活
性
化
に
つ
な
が

り
重
要
。
こ
の
交
付
金
支
援

が
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
す
る
。

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

踏み込んだ空き家対策を

全国各地の発掘商品、お得な食品を多
数販売している「ゆるりんマート」
（多世代交流センターゆるりん館内）

町長 区長が「対策協議会」に加わり、
連携して対応

町長

県
の
制
度
を
活
か
し
、
関
係
者
と

協
議
し
進
め
る

買
い
物
環
境
の
整
備
は
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町長
信
のぶ

原
はら

　和
かず

裕
ひろ

☆
今
、
世
界
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
な
ど
の
影
響
で
食
料
の

争
奪
戦
が
深
刻
化
し
、
日
本

で
も
食
料
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
。

【
信
原
】
こ
こ
15
年
間
で
、

町
内
の
農
業
者
人
口
は
半
減

し
、
耕
作
放
棄
地
は
２
倍
に

拡
大
し
た
。
５
～
15
年
後
に

は
さ
ら
に
進
む
と
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
課
題
解
消
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら

れ
る
の
か
。

【
町
長
】
湯
梨
浜
町
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
の
基
本
構

想
で
、
目
標
を
設
定
。
令
和

５
年
の
法
改
正
で
「
農
地
利

用
の
目
標
地
図
」
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
の

話
し
合
い
を
通
じ
、
農
地
の

集
約
化
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
く
。

【
信
原
】
帯
状
疱
疹
は
、
水

疱
瘡
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
体

力
の
低
下
し
た
高
齢
者
の
３

分
の
１
が
発
症
。
腹
部
だ
け

で
な
く
、
顔
や
目
、
耳
な
ど

で
も
発
症
し
、
刺
す
よ
う
な

痛
み
・
視
力
低
下
・
め
ま

い
・
顔
面
神
経
麻
痺
な
ど
の

後
遺
症
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
全
国
の
自
治

体
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
制

度
が
進
み
、
東
京
都
が
実
施

し
、
鳥
取
県
で
も
日
野
町
・

江
府
町
・
日
南
町
が
開
始
し

て
い
る
。
50
歳
以
上
が
対
象

で
、
自
己
負
担
金
が
５
千
円

か
ら
１
万
円
に
な
る
よ
う
に

助
成
し
て
い
る
。
湯
梨
浜
町

で
も
ぜ
ひ
、
制
度
の
創
設

を
。

【
町
長
】
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
国
が
勧
奨
す
る
定
期
接
種

と
異
な
る
任
意
接
種
で
、
国

が
審
議
中
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
助

成
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後

も
引
き
続
き
、
国
の
審
議

会
、
分
科
会
の
動
向
を
注
視

し
た
い
。

　

町
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
感
染
予
防
対

策
は
重
要
な
課
題
と
し
て
捉

え
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
有
効
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
肺
炎
で
亡

く
な
る
人
が
沢
山
あ
り
、
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
と
併
せ

て
検
討
し
た
い
。

雑草雑木に覆われた農業振興地域

ワクチンの有効性90％、
持続性９年以上

迫
る
農
業
崩
壊
・
食
糧
危
機
に

　
　
　

  

町
は
ど
う
対
応
す
る
か

町長

農
地
の
集
約
化
、
経
営
体
の
育
成

を
図
る

帯状疱疹ワクチンへの
　　　　　　助成制度創設を

肺炎球菌予防接種と
　　　　　　　併せて検討

　

地
域
戦
略
と
し
て
、
生
産

基
盤
の
整
備
、
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
省
力
化
、
人
材
の

育
成
確
保
を
推
進
し
、
安
定

的
に
産
地
を
担
う
経
営
体
の

育
成
を
図
る
。

【
信
原
】
学
校
給
食
の
食
材

に
、
町
内
産
品
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
地
元
の
農
家
と
農

地
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所
見

を
問
う
。

【
町
長
】
地
産
地
消
推
進
会

議
で
検
討
し
推
進
し
て
い

る
。

　

食
材
は
、
価
格
・
規
格
・

安
定
数
量
の
確
保
が
必
要

で
、
納
入
業
者
・
Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
し
進
め
た
い
。
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【
増
井
】
レ
ー
ク
サ
イ
ド
長

江
団
地
の
入
居
者
に
対
し
て

請
書
な
ど
の
提
出
物
を
求
め

て
い
る
が
、
何
か
相
談
は
な

か
っ
た
か
。

【
町
長
】
町
営
住
宅
入
居
に

は
、
連
帯
保
証
人
１
人
を

連
署
し
た
請
書
を
求
め
て

い
る
。

　

22
名
の
入
居
者
の
う
ち
、

２
名
の
方
よ
り
連
帯
保
証
人

が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
相

談
を
受
け
た
。
別
に
期
日
を

設
け
て
、
提
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
案
内
を
し
て
い
る
。

【
増
井
】
「
公
営
住
宅
へ
の

入
居
に
際
し
て
の
保
証
人
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」
と
い
う

文
書
が
国
か
ら
２
回
に
渡
っ

て
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
主

旨
は
「
単
身
高
齢
者
等
が
増

加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

た
め
保
証
人
の
確
保
を
入
居

の
前
提
と
す
る
こ
と
か
ら
転

換
す
る
べ
き
」
と
書
か
れ
て

い
る
。

　

高
齢
者
の
方
が
保
証
人
を

探
す
の
は
大
変
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
た
め
、
町
と
し
て
保

証
人
制
度
を
廃
止
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
国
か
ら
の
通
知
に

つ
い
て
は
、
県
が
周
知
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
き
ち

ん
と
し
た
議
論
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
。

「
連
帯
保
証
人
制
度
」
と

「
家
賃
債
務
保
証
業
者
等
と

の
契
約
」
の
併
用
な
ど
よ
く

検
討
し
て
み
た
い
。

【
増
井
】
吃き

つ
お
ん音
の
あ
る
人
は

１
０
０
人
に
１
人
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

幼
児
健
診
や
入
学
前
健
診

に
「
吃
音
」
の
項
目
が
あ
る

か
。

【
町
長
】
言
語
の
発
達
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
定
期
幼

児
健
診
に
お
い
て
、
保
護
者

へ
の
問
診
や
医
師
の
診
察
に

よ
る
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

【
増
井
】
当
町
の
特
別
支
援

学
級
の
中
に
「
吃
音
」
の
ク

ラ
ス
は
あ
る
の
か
。
な
い
と

し
た
ら
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

【
教
育
長
】
吃
音
に
つ
い
て

個
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
、
医
療
関

係
者
の
意
見
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
特
別
支
援
学
級

へ
の
入
級
を
判
断
す
る
。

　

ま
た
、
通
級
指
導
教
室
も

あ
り
、
本
人
の
特
性
に
合
わ

せ
た
個
別
の
指
導
や
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
増
井
】
こ
ど
も
園
、
学
校

の
先
生
な
ど
に
「
吃
音
」
に

対
す
る
理
解
や
支
援
の
仕
方

の
学
習
を
求
め
る
と
と
も

に
、
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

に
も
吃
音
の
理
解
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
対
策
を
求
め

た
い
。

【
町
長
】
話
す
こ
と
に
不
安

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
園
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
を
し
て
い
く
。

【
教
育
長
】
学
校
で
は
配
慮

が
必
要
な
児
童
生
徒
に
つ
い

て
、
教
職
員
間
で
共
通
理
解

を
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
吃
音
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

吃き
つ
お
ん音
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

　
　
　
　
　
　
支
援
と
理
解
を

建築中の町営住宅（松崎）

吃音啓発リーフレット
（出典：広島市言語・難聴児育
成会きつおん親子カフェ）

増
ます

井
い

　久
く

美
み

公営住宅入居の際の
　　　　　保証人は廃止を
町長 よく検討してみたい

町長・

特
性
に
合
わ
せ
支
援

教育長
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たじりこども園完成イメージ図

住民から寄せられた令和４年度
「行政、議会に対するご意見、ご提案」について

住民から寄せられた令和４年度
「行政、議会に対するご意見、ご提案」について

　令和３年度と同様に「令和４年度住民と議会の意見交換会」は、新型コロナウイルス感染症対
策のため、中止といたしました。
　意見交換会の開催時に依頼しました、町内の各団体、区長、PTAや保護者会などの関係の方に
「行政、議会に対するご意見、ご提案」をいただきました。
いただいた提言やご意見の内容を取りまとめ、所管委員会において協議を行い、行政の担当部局
などの返答を含め、一部を回答します。

問 問

問

答

答

答

北溟中学校跡地を子育ての拠点に 羽合小学校前の歩道について

横断歩道の塗り替えを

北溟中学校跡地に子育て支援の一体型拠点
の構築を。

羽合小学校前の町道の歩道を、自転車通学
の中学生も安全に通れるよう交通ルールの
例外的な運用を行う「自転車歩行者道」に
してほしい。

町内の横断歩道、特に通学路にあるもので色
の薄くなっているものを塗り替えてほしい。

町では、旧北溟中跡地エリアを「にぎわい
と活力を創出するエリア」と位置づけ、そ
の一部を「たじりこども園」用地とした。
それ以外の用地については、改めて、民間
事業者などからの実施事業の提案募集を予
定しており、地域の活性化及び産業振興を
図っていく。

確認したところ自転車通行可の歩道にする
には幅員が足りないとのことであった。交
通ルールの啓発については引き続き行って
いく。

年に一度、町・県・警察が合同で通学路点
検を実施しています。点検時などに倉吉警
察署と情報共有を行う。

皆さんの声をお聞かせください
今年度は、住民と議会の「ふれあい意見交換会」を、次の日程で開催します。

みなさんのお越しをお待ちしています。

皆さんの声をお聞かせください

開催日 時　間 会　　　場

11月10日（金） 午後７時 中央公民館　第１・２会議室（東郷）

11月13日（月） 午後７時 中央公民館泊分館　研修室１・２（泊）

11月14日（火） 午後７時 役場羽合庁舎　別館講堂（羽合）
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議会の傍聴をお気軽に

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
今
年
４
月
に
こ
ど
も
家
庭

庁
が
発
足
し
ま
し
た
。こ
ど
も

の
権
利
を
守
る
取
組
み
や
こ

ど
も
が
社
会
参
画
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
国
主
導
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。10
月
か
ら
湯

梨
浜
町
で
も「
ゆ
り
は
ま
若
者

会
議
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
若
者
が
主
導
す
る
会
議
を

通
じ
て
町
の
課
題
解
決
を
図

る
と
い
う
も
の
で
す
。も
ち
ろ

ん
、町
の
課
題
解
決
も
重
要
で

す
が
、若
者
の
視
点
を
大
人
が

受
け
止
め
る
こ
と
が
よ
り
重

要
で
す
。こ
こ
で
ふ
と
、
大
人

も
思
い
つ
い
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
を
受
け
と
め
て
く
れ

る
場
も
必
要
で
は
？
と
思
い

ま
し
た
。町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
く
れ
た
三
谷
侑
生

さ
ん
が
行
う
ブ
ッ
ク
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、ま
さ
に
そ
ん
な

活
動
で
す
。ぜ
ひ
み
な
さ
ま
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　（
記
　
中
森
）

発
行

／
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
議

会
　

　
〒

682-0723　
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
大

字
久

留
19番

地
1　

　
TEL 0858（

35）5341／
FAX 0858（

35）5342／
E-m

ail:ygikai@
yuriham

a.jp／
https://w

w
w

.yuriham
a.jp/

　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることので
きる身近な方法です。どなたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽に
お越しください。議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホーム
ページでお知らせします。

12月8日（金）～
※日程は変更になる場合があります。
　詳しくは町ホームページへ。

次回の定例会は

午前１０時開会

　
ブ
ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

自
己
啓
発
本
や
ビ
ジ
ネ

ス
本
を
読
む
の
が
趣
味

に
な
り
ま
し
た
。

　
本
の
内
容
を
深
く
理

解
し
生
活
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
、内
容
を
メ
モ

し
、資
料
に
ま
と
め
て
よ

く
周
り
の
人
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、楽
し
み
な
が
ら

地
域
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、公
民

館
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
く

参
加
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、自
分

も
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
い
と
思
い
、趣

味
の
読
書
を
活
か
し
た

ブ
ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

始
め
ま
し
た
。

　
９
月
に
参
加
し
ま
し

た
が
、参
加
者
の
熱
の
こ

も
っ
た
発
表
を
聞
け
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　
最
初
は
自
分
の
読
書

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機
会

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

他
の
参
加
者
の
プ
レ
ゼ

ン
の
仕
方
も
勉
強
に
な

り
ま
す
。い
ろ
ん
な
方
が

参
加
さ
れ
る
の
で
、自
分

が
知
ら
な
い
知
識
や
価

値
観
を
得
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
し
た
り
す
る
の
が
好

き
だ
っ
た
の
で
す
か
。

　
働
き
始
め
て
、
交
流

が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
職
場
の
人
事
交
流

で
大
阪
の
民
間
企
業
に

派
遣
さ
れ
た
時
、
全
く

初
め
て
の
職
場
だ
っ
た

の
で
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
ま
し
た
。
ま
た
そ

こ
で
異
業
種
交
流
会
に

も
参
加
す
る
機
会
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。
普
段

全
く
関
わ
ら
な
い
よ
う

な
人
た
ち
と
交
流
し
、

　今回の町民インタビューのテーマは、「若者世代の交流」。湯梨浜で本を紹介し、感想
を語り合うイベント「ブックミーティング」を主催するCOCO EDISONの三谷さんに議
会だより編集担当がインタビューしました。

三谷 侑生 さん（久留）COCO EDISON
ココ　　　 エジソン

ブックミーティング開催の
詳細はインスタグラムまた
は公式LINEまで

町民インタビュー町民インタビュー
「若い人がチャレンジしやすい環境を作りたい」

学
ぶ
こ
と
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
湯
梨
浜
に
戻
っ
て
き

て
、
若
い
世
代
が
交
流

で
き
る
場
所
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
の
で
、
自
分

で
作
ろ
う
と
思
っ
た
こ

と
も
ブ
ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か

け
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
湯
梨
浜
が
楽
し
い
場
所

に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
若
い
人
が
や
り
た
い

こ
と
を
や
っ
て
、地
域
で

楽
し
ん
で
い
く
の
が
理

想
で
す
。そ
の
た
め
に
、

学
生
や
20
代
、30
代
の
方

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い

環
境
を
作
り
た
い
で
す

ね
。図
書
館
・
公
民
館
の

事
業
で
、若
い
人
の
交
流

や
企
画
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。


